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４－４ 石内Ｉ Ｉ(あい・あい)プロジェクトの検討方向・整備モデル 

11のプロジェクトごとに、主なメニューに関する検討の方向や整備モデルを提示し、今後の具体

化に向けての展開に資することを意図します。 

 

(１) 安全・安心のまちづくりプロジェクト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
検
討
方
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通学路の整備・充実、安全確保 

県道等における歩道の整備・歩行者の安全確保 

街灯・防犯灯の計画的な整備 

 

安心・安全を守る体制と活動 

安心・安全の遊び場づくり 

○石内バイパスの横断の安全化：交差点・横断歩道付近の舗装材の工夫、陸橋の検討 など 

○河川への転落防止対策：危険箇所の周知徹底、柵の設置 など 

○危険マップの作成と改善方法・安全対策の検討→具体化 

○交通安全施設(ガードレール等)の整備 など 

※街灯・防犯灯の計画的な整備(下記) 

※県道等における歩道の整備(下記) 

※安全・安心を守る体制と活動(下記) 

○道路の拡幅・歩道の整備 

○舗装材等による歩行者空間の表示、ドライバーの注意喚起 

○交通安全施設(ガードレール等)の整備 など 

○カーブ、交差点におけるイメージハンプ(舗装材の工夫など)の整備 

○交差点、カーブにおける見通しの確保、隅切り など 

○住民参加の防犯・防災体制(態勢)づくり 

○具体的な活動展開 

○住民と行政の連携 

○組織としての行政への要望(施設整備、活動支援) など 

○街灯・防犯灯不足箇所の調査・確認 

○優先順位や効率的な整備の検討 など 

○遊び場の点検 

○住民参加による維持管理 

○利用される(したくなる)公園づくり など 
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＜石内の道路状況（一例）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

臼山八幡神社付近の県道原田五日市線。

歩道は未整備で、カーブでもあり安全な

交通環境の確保が求められます。 

湯戸の県道原田五日市線から石内川方

向の生活道路。左手には水路があり、道

路とは２ｍ近くの段差がありますが、ガ

ードレールは未整備。 

車道の舗装の色を変え、速度抑制や注意

喚起を促しています。（広島市安佐南区）

車に振動を与える材料などもあります。 

※歩道整備が困難な危険箇所(区画)で、

こうした方法を取り入れることも。 

＜参考＞ 
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(２) 暮らしの便利さ向上プロジェクト 
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バス路線の充実、バス停の新設・屋根設置 

○バスの増便・時間帯及び方向(行き先)の調整：県道原田五日市線 

※現状は、午前は五日市駅方面のみ、午後は市立大学方面のみ。便数も限定。 

○バス停の新設・屋根の設置：石内バイパス など 

アストラムラインの延伸 

○アストラムラインの整備促進 

○石内(原田)への駅の設置と周辺の整備 など 

湯戸・下沖地区土地区画整理事業の促進 

○土地区画整理事業の早期実現 

○暮らしの利便性を高める商業機能等の立地促進 

○魅力ある公園・広場・緑地の整備・確保 

○石内の歴史・文化を生かした場づくり(「百石」の活用など) 

○交通アクセスの円滑化など近隣への配慮 など 

道路網の整備(新設・拡幅) 

○県道の拡幅と歩道の整備 

○主要な生活道路の整備 など 

石内の生活拠点づくり 

○石内中央生活拠点(石内公民館、小学校周辺)のコミュニティ機能の充実・強化：石内小学

校の整備 など 

○石内南(湯戸・下沖)生活拠点の整備：土地区画整理事業の早期実現 など 

○２つの生活拠点の役割分担と連携 

○石内南(湯戸・下沖)生活拠点における商業機能等の立地促進 

○医療施設等の立地促進 

商業施設や医療施設等の計画的な立地促進 
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(３) 健康とふれあいのまちづくりプロジェクト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜維持管理や活用に住民が参加している公園・緑地＞ 
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公園・広場づくり 

○既存の公園・広場の維持管理の充実と魅力づくり 

○身近な公園・広場の場所さがし 

○住民参加(ワークショップなど)による公園づくり 

○水辺(石内川、梶毛ダムなど)の空間の活用 

○総合公園の具体化に向けた取組展開 など 

散策・健康づくりコース（プロムナード） 

○緑のプロムナード等の有効活用 

○多様な散策・健康づくりコースの設定と利用促進 など 

健康づくりイベント 

○地区レベルや石内全体での健康・レクリエーションイベントの開催 

○健康づくりの学習会や体験機械の拡充 など 

交流活動（イベント） 

○石内に暮らす住民相互の交流活動・コミュニティ活動の推進 

○他地域との交流活動の推進 など 

維持管理を住民が主体的に行っている公園。砂場

には、犬・猫が汚さないようにネット(ゴルフ打放

し場のネットの再利用)が張られている。 

(広島市南区) 

河岸緑地の一画を、住民参加によって花壇や花畑

に。この日はイモ掘りなどのイベント。 

(広島市中区) 
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＜ワ―クショップによる公園づくり・事例１(広島市南区)＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わずか120㎡程度の小さな空き地（元、宇品
線の下大河駅の一画、隣は西旭集会所）。そ
こをポケットパークにしようと、みんなで現
地を確認。 ４つのグループに分かれて、計画案を作成。

各グループごとに発表。 

計画案をもとに、各グループで模型を作成
中。その途中で、昔の宇品線についてのテレ
ビ放送のビデオを鑑賞。 

みんなのアイデアを取り入れたポケットパ
ークが完成。「ポッポ広場」と名づけられる。 

宇品線の記憶を伝えるため、舗装を機関車の
デザインに。 

完成から少したった頃、集会所の壁に穴があ
く。集会室とポッポ広場が一体化。 

完成から少したった頃、地元町内会で「ポッ
ポ広場」の説明板を設置。 
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現地見学の後、まず公園の使い方を考えました。 

公園のイメージや欲しいものなどを出し合
い、敷地の図に描き込んでいきました。 

敷地図に描いた公園の案をグループごとに
発表して、人気投票もしました。 
 第１回はこれで終了です。 

第２回では、模型づくりに挑戦しました。
紙やねんどなどを使って、公園のイメージを
立体的に作っていきます。 

模型を真ん中にしてグループごとに発表しま
した。この後、第３回では、これらの模型を
もと最終案を作るとともに、管理運営などに
ついても話し合いをしました。 

模型完成 

＜ワ―クショップによる公園づくり・事例２(広島市東区)＞ 
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＜ワ―クショップによる公園づくり・事例３(本郷町…現、三原市)＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会場で説明を聞いた
あと、地図を持ってい
よいよ現地に 

会場に帰って現地体
験について語り合い 

アイデアを出し合い、
図面づくり。マジック
の色の工夫で、公園
の姿が現れてきます 

修正を重ね、模型が
完成。発表にも力が
入ります 

山道も苦にせず、色
んなところを探検 

図面にも現地体験を
書き込み 

図面をもとに、模型
の作成。ハサミとノ
リ、色紙、ねんど… 

できた模型や提案書
はホールに展示。み
んなの意見や感想も
募集 



 

- 63 - 

(４) 環境保全・循環型社会形成プロジェクト 
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日常的・定期的な環境チェック・記録作成体制 

○地域ぐるみで取り組む環境監視・保全の体制(態勢)づくり 

○専門的な知識・技術の支援の確保 など 

事業所等への協力要請 

○行政との連絡システムの充実 

○行政との連携・協力体制の強化 

○事業所等との相互理解の促進 

○石内のまちづくりなどの情報提供 など 

環境美化活動、５Ｒ活動 

○住民の環境美化意識の高揚 

○５Ｒの実践活動の展開 など 

下水道整備、合併処理浄化槽設置の検討 

○市街化区域隣接地等における下水道整備の要請 

○計画的な下水道整備の要請 

○合併処理浄化槽設置に関する情報提供 など 

顕彰制度の検討 

○ひろしま街づくりデザイン賞(広島市)、景観づくり大賞(広島県景観会議)などへの応募 

○石内独自の顕彰制度の検討 など 
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＜ひろしま街づくりデザイン賞＞ 

○応募の対象 

広島市内で良好な景観の形成に貢献しているもの。新築だけでなく、改築、改装した物件も含み

ます。ただし、建築関係法令などに適合していない物件、公共施設、また、これまでにひろしま街

づくりデザイン賞を受賞した物件や活動で、同部門への応募は除きます。 

○賞の種類 

次の７つの部門賞があります。総合的にみて、特に優れたものは大賞として、また、部門賞の選

外となったものについても、広島らしい良好な景観の形成に貢献すると認められるものは奨励賞と

して表彰します。 

 

部 門 対 象 要 件 

建築物・工作物 

街並みに調和し、優れたデザインのもの 

例：集合住宅、戸建住宅、商業ビル、ホテル、改修

により魅力を増した店舗など 

おおむね３年以内に完成、

改築、改装したもの 

緑化 

通りに配慮し、街に潤いを与えているもの 

例：集合住宅や商業ビルなどの緑化、戸建住宅や店

舗のガーデニングなど 

年数条件なし 

街並み 

魅力ある街並みをつくり出しているもの 

例：遊歩道、住宅団地、商店街、オ－プンスペース

など 

おおむね３年以内に完成、

改装したもの 

サイン・アート 

街角や建物などのアクセントになるもの 

例：街角の彫刻、堀や仮囲いに描かれた絵、広告看

板、店舗の日よけ、ラッピングされた公共交通

機関など 

おおむね３年以内に完成、

改装したもの 

まちづくり活動 

町内会や地域住民など複数の人々がかかわって行わ

れている活動 

例：地域の魅力を高める活動、緑化推進活動、イベ

ント開催など 

おおむね５年以上継続し

ている活動 

夜景づくり 

灯りにより建物や通りを演出し、美しい夜景をつくり

出しているもの 

例：ライトアップされた建物や彫刻、樹木、住宅団

地、商店街、またはその活動など 

年数条件なし 

水の都ひろしま 

本市の資源である川や海に配慮し、魅力ある水辺をつ

くり出しているもの 

例：水辺に顔を向けた建物や、水辺を舞台とした活

動など 

年数条件なし 

ただし、建物はおおむね３

年以内に完成、改装したも

の 

※太字は、石内において、可能性が高いと考えられる部門。 
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＜景観づくり大賞＞ 

目的 

「景観づくり大賞」は、瀬戸内海をはじめとする美しい自然景観、田園や落ち着いた景観、魅力

ある都市景観など、優れた景観を守り、育てる活動を行う団体または再発見をした方を表彰するも

のです。 

広島県景観会議では、ふるさと広島の持つ優れた景観を広く伝え、これらの景観を保全し、景観

づくりの気運を高めることを目標として景観づくり大賞を実施するものです。 

応募対象 

■地域活動の部 

広島県内で、地域の優れた景観の保全や創造に取り組んでいる団体等 

○道路沿いへの花木の植栽、維持管理により地域の潤いある沿道景観の形成に貢献している団体等 

○地域の優れた自然景観（山・海・河川等）を保全するため、維持管理、掃除などの活動に取り組

み、多大な成果を挙げている団体等 

○地域固有の棚田や休耕田の活用と周辺景観の維持のため、農作物や景観作物などの栽培に取り組

み、美しい景観の保全に貢献している団体等 

○伝統的なまちなみを活かした景観づくりや魅力ある都市景観の形成に取り組んでいる団体等 

○住宅団地において、住民の間で確定を締結するなどして潤いある美しい景観の形成に取り組んで

いる団体等 

■ふるさと景観写真の部 

広島県内の知られていない優れた景観を撮影した方 

○広島らしい景観を醸し出しているもの 

○良好な自然及び田園景観を維持しているもの 

○地域のランドマークとなりうる建築物等 

○都市や農村の魅力あるまちなみ等 

 

 

 


